
働
時
間
の
法
規
一
覧
表
が
あ
り
、
次
に
諏
訪
地
方
の
工
場
の
生
活
の

改
善
策
を
示
し
て
あ
る
。
こ
の
改
善
策
は
項
目
の
み
を
記
す
。

一
、
寄
宿
舎
一
棟
ノ
適
当
ナ
ル
大
サ
及
各
棟
二
必
要
ナ
ル
諸
設
備

三
、
結
髪
室

四
、
洗
面
所

五
、
食
卓

六
、
浴
場

七
、
洗
濯
所

八
、
便
所
ノ
構
造

こ
れ
ら
の
項
目
は
図
入
り
で
説
明
が
加
え
ら
れ
て
い
た
。

以
上
、
と
り
あ
げ
た
警
察
署
か
ら
製
糸
経
営
者
へ
の
要
望
事
項
を

み
る
と
、
工
場
法
の
施
行
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
き
び
し
い

労
働
条
件
が
製
糸
工
女
を
と
り
ま
い
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い

る
。

（
防
衛
医
科
大
学
校
公
衆
衛
生
学
）

二
、
寝
室
ノ
蚊
張
釣
ノ
設
備

及
附
属
室

水
銀
中
毒
と
い
え
ば
、
無
機
水
銀
と
有
機
水
銀
が
あ
る
が
、
今
回

は
無
機
水
銀
の
み
に
ふ
れ
る
。

古
代
金
属
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
無
機
水
銀
に
よ
る
中
毒
は
古
く
か

ら
知
ら
れ
て
い
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
水
銀
鉱
山
労
働
者
の
水
銀
中

毒
が
一
五
世
紀
に
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
わ
が
国
の
伊
勢
の
射
和
な

ど
の
水
銀
鉱
山
で
の
中
毒
の
資
料
は
な
い
。

奈
良
の
大
仏
の
造
立
に
あ
た
っ
て
の
水
銀
ア
マ
ル
ガ
ム
を
用
い
た

塗
金
で
は
中
毒
が
発
生
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
が
、
記

録
は
残
っ
て
い
な
い
。
大
仏
の
鋳
造
に
二
年
、
塗
金
に
五
年
を
か
け

て
い
る
こ
と
は
塗
金
が
難
事
業
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
杉

山
二
郎
は
「
毒
の
文
化
史
」
の
な
か
で
金
メ
ッ
キ
の
技
術
は
中
国
か

ら
導
入
し
た
も
の
で
、
水
銀
の
毒
性
は
知
っ
て
い
て
、
塗
金
の
際
に

は
天
井
を
ぬ
い
て
水
銀
を
充
分
放
散
し
た
上
で
、
次
の
仕
事
に
か
か

っ
た
の
で
、
五
年
も
か
か
っ
た
と
い
っ
て
い
る
。

水
銀
中
毒
の
歴
史

三
浦
豊
彦
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こ
の
塗
金
の
廃
棄
物
が
東
大
寺
の
下
の
白
蛇
川
か
ら
佐
保
川
に
流

れ
た
。
こ
れ
が
原
因
で
、
天
平
末
期
に
は
稲
の
立
枯
れ
が
起
こ
っ
た

り
、
異
常
が
あ
い
つ
い
で
起
こ
っ
た
形
跡
が
あ
り
、
や
が
て
平
城
京

か
ら
平
安
京
へ
の
遷
都
の
引
き
金
に
な
っ
た
と
も
い
っ
て
い
る
。
そ

れ
か
ら
二
六
五
年
ば
か
り
た
っ
た
大
正
十
年
（
一
九
一
二
）
に
、
英

国
の
皇
族
が
来
日
、
記
念
品
に
「
か
ぶ
と
」
を
贈
る
こ
と
に
な
り
、

鎌
倉
の
某
氏
別
邸
の
三
坪
の
物
置
を
作
業
場
に
し
て
鍍
金
師
Ｔ
・
Ｍ

が
助
手
三
名
と
甲
兜
の
メ
ッ
キ
を
や
っ
て
い
る
。
そ
し
て
亜
急
性
の

水
銀
中
毒
に
か
か
っ
た
。
こ
れ
を
鯉
沼
茄
吾
が
調
査
し
て
い
る
。
使

用
水
銀
の
全
量
は
一
六
○
匁
で
、
こ
れ
に
金
粉
四
六
匁
を
加
え
て
い

る
。
金
一
に
対
し
て
水
銀
四
の
割
合
で
あ
る
。
こ
れ
で
ア
マ
ル
ガ
ム

を
つ
く
っ
た
。
銀
の
台
の
か
ぶ
と
に
梅
酢
を
ぬ
っ
て
錆
を
と
り
、
へ

ら
で
「
ア
マ
ル
ガ
ム
」
を
塗
り
、
炭
火
で
暖
め
な
が
ら
刷
毛
で
摩
擦

す
る
と
水
銀
が
と
ん
で
金
が
残
る
、
こ
れ
を
く
り
か
え
し
た
。
鍍
金

師
は
経
験
か
ら
水
銀
中
毒
の
危
険
は
知
っ
て
い
て
、
一
日
作
業
す
る

と
き
は
数
日
休
業
し
て
い
た
が
、
こ
の
作
業
で
は
製
作
を
急
ぐ
必
要

か
ら
一
日
、
一
○
時
間
、
七
日
間
連
続
作
業
を
行
な
っ
た
。
中
心
に

な
っ
て
仕
事
を
し
た
鍍
金
師
は
亜
急
性
水
銀
中
毒
に
か
か
り
、
助
手

三
名
は
健
康
を
害
し
、
こ
の
う
ち
二
名
は
中
途
で
作
業
を
中
止
し
て

い
る
し
、
鍍
金
師
は
作
業
二
日
間
に
は
も
う
口
内
出
血
、
三
日
目
に

は
眩
量
、
記
憶
力
減
退
、
下
顎
淋
巴
腺
腫
脹
、
歯
齪
か
ら
多
量
の
出

血
、
十
日
間
に
は
下
顎
第
三
大
臼
歯
が
脱
落
し
て
い
る
。

第
一
次
大
戦
中
に
輸
入
が
と
だ
え
た
た
め
に
、
温
度
計
や
体
温
計

の
群
小
工
場
が
急
に
わ
が
国
で
も
発
達
し
た
。
大
正
七
年
（
一
九
一

八
）
に
は
呉
秀
三
教
授
が
、
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
に
は
三
浦
謹

之
助
教
授
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
体
温
計
工
場
と
温
度
計
工
場
の
職
工
の

水
銀
中
毒
の
臨
床
講
義
を
行
な
っ
て
い
る
。
中
毒
の
多
発
を
意
味
し

て
い
よ
う
。

鯉
沼
茄
吾
監
督
官
（
後
名
大
教
授
）
は
当
時
の
零
細
計
器
工
場
の
労

働
者
を
調
査
し
、
高
い
中
毒
の
発
生
率
を
見
て
い
る
し
、
禾
毒
振
顛

の
た
め
爪
が
切
れ
な
く
て
爪
が
の
び
て
曲
が
り
く
ね
っ
て
い
た
例
が

あ
っ
た
と
語
っ
て
い
る
。

十
五
年
戦
争
下
で
も
計
器
工
場
、
薬
品
工
場
で
水
銀
中
毒
が
発

生
、
薬
品
工
場
で
は
死
亡
例
も
で
て
い
る
。

北
海
道
の
イ
ト
ム
カ
鉱
山
の
水
銀
採
掘
が
開
始
さ
れ
た
の
は
昭
和

十
五
年
（
一
九
四
○
）
の
こ
と
で
あ
る
。
間
も
な
く
こ
の
鉱
山
で
も
水

銀
中
毒
が
あ
ら
わ
れ
る
。

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
こ
に
久
保
田
重
孝
と
大
草
寛
は
東
京
板
橋
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に
あ
っ
た
某
科
学
研
究
所
の
木
造
実
験
室
で
水
銀
電
極
に
よ
る
電
解

実
験
を
や
っ
て
い
た
化
学
技
術
者
の
水
銀
中
毒
を
報
告
し
て
い
る
。

一
回
使
用
水
銀
は
一
○
○
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
あ
る
い
は
一
○
’
二
○
キ

ロ
グ
ラ
ム
で
、
実
験
で
は
八
○
’
九
○
度
Ｃ
に
加
熱
さ
れ
た
水
銀
を

電
解
槽
に
充
満
し
た
。
こ
の
実
験
は
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
九
月

か
ら
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
は
じ
め
ま
で
実
施
さ
れ
、
全
実
験
を

通
じ
て
二
○
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
水
銀
が
失
わ
れ
た
。

わ
が
国
で
は
科
学
者
や
技
術
者
の
水
銀
中
毒
の
報
告
が
ほ
と
ん
ど

み
ら
れ
な
い
が
、
欧
米
先
進
国
で
は
科
学
者
や
技
術
者
の
水
銀
中
毒

カ
イ
ゼ
ル
・
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
化
学
研
究
所
の
聾
ｏ
鼻
》
少
は
一
九

二
六
年
に
二
五
年
も
多
量
の
水
銀
を
取
り
扱
う
実
験
を
行
な
っ
て

い
て
、
健
康
障
害
の
お
こ
っ
た
こ
と
を
報
告
し
、
こ
の
な
か
で

閻
壗
且
塁
や
思
吻
・
匙
も
水
銀
中
毒
に
な
や
ん
で
い
た
こ
と
、

○
ぃ
冒
画
匡
も
原
因
不
明
の
症
状
が
水
銀
中
毒
で
あ
っ
た
こ
と
に
気
付

い
た
こ
と
に
ふ
れ
て
い
る
。
ま
た
最
近
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
五
十
歳
こ
ろ

の
精
神
障
害
は
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
毛
髪
分
析
で
、
各
種
金
属
こ
と
に

水
銀
量
が
大
で
、
水
銀
中
毒
を
疑
わ
せ
る
と
い
う
報
告
が
あ
る
。
錬

金
術
の
実
験
を
行
な
っ
て
い
た
こ
ろ
水
銀
中
毒
に
か
か
っ
た
の
で
は

が
か
な
り
報
告
さ
れ
て
い
る
。

な
い
か
と
い
う
。

第
二
次
大
戦
後
も
計
器
工
場
や
電
解
工
場
で
中
毒
が
発
生
し
た

が
、
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
○
）
の
水
銀
に
関
す
る
特
殊
健
診
を
う

け
た
四
、
五
四
六
人
中
、
有
所
見
者
は
五
人
（
○
・
一
％
）
と
な
っ
て

い
る
。な

お
ア
メ
リ
カ
で
は
ご
く
最
近
、
家
庭
で
金
鉱
石
に
水
銀
を
加
え

て
加
熱
し
、
家
族
内
に
急
性
中
毒
の
発
生
し
た
例
が
い
く
つ
か
報
告

さ
れ
て
い
る
。

（
労
働
科
学
研
究
所
）
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